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本日のお題

データを提供する側の論理
データを提供する側の都合



１

行
政
と
の
関
係

文化財保護行政とのリンクが不可欠

文化財の調査報告書は
行政の報告書であり、学術的な報告書でもある



第
一
章

総
則

（
こ
の
法
律
の
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
文
化
財
を
保
存
し
、
且
つ
、
そ
の
活
用
を
図
り
、

も
つ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
、
世
界
文
化
の
進
歩
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
文
化
財
の
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
で
「
文
化
財
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

・
・
・
・
中
略
・
・
・
・
・
・

（
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
の
任
務
）

第
三
条

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
文
化
財
が
わ
が
国
の
歴
史
、
文

化
等
の
正
し
い
理
解
の
た
め
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、

将
来
の
文
化
の
向
上
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

そ
の
保
存
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
周
到
の
注
意
を
も
つ
て
こ
の
法

律
の
趣
旨
の
徹
底
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
民
、
所
有
者
等
の
心
構
）

第
四
条

一
般
国
民
は
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
が
こ
の
法
律
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
措
置
に
誠
実
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
化
財
の
所
有
者
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
文
化
財
が
貴
重
な
国
民
的

財
産
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
大
切
に
保
存
す
る

と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
を
公
開
す
る
等
そ
の
文
化
的
活
用
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
こ
の
法
律
の
執
行
に
当
つ
て
関
係
者

の
所
有
権
そ
の
他
の
財
産
権
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



http://hdl.handle.net/11177/7802

奈良文化財研究所埋蔵文化財センター編
『埋蔵文化財ニュース』No.177 より



国内で行われている発掘調査（埋蔵文化財調査）の90％以上は
行政的な原因によるもの
→ 発掘調査報告書は、その行政行為にともなう報告書

研究資源化・デジタル化は必須ではない

http://hdl.handle.net/11177/7802

奈良文化財研究所埋蔵文化財センター編
『埋蔵文化財ニュース』No.177 より



２

展
観
と
の
関
係

機構内の中核事業は展観

文化財に携わる場合の優先順位はたいてい
保護・保存 ＞ 展観（市民向け活用） ＞ 研究（研究者向け活用）



Mission / 01
博物館を設置して有形文化財を収集し、保管して公衆の観覧に供するとともに、文化財に

関する調査及び研究等を行うことにより、貴重な国民的財産である文化財の保存及び活用を
図ります。特に、我が国の文化財は脆弱なものが多いことを踏まえ、適切な保存に留意しつ
つ、多くの人々が文化財にふれ、我が国の歴史や文化等を深く学ぶことができるよう、文化
財の積極的な活用と多様な鑑賞機会の確保等を図ることで観光振興、地方創生に寄与するだ
けでなく、文化財の活用を通じて、貴重な文化財の次世代への保存継承に関する国民の意識
の涵養を図ります。

Mission / 02
文化財に関する専門的、技術的事項に関する唯一の国立研究機関として、文化財に係る新

たな知見の開拓につながる基礎的・探究的な調査研究を継続的に行うとともに、科学技術を
応用した研究開発の進展等に向けた基礎的な研究を行い、その成果をもって官公庁、博物館
等の専門機関、文化財の所有者・管理者・修理技術者等が行う業務の質的向上に寄与します。
また、地震、台風、豪雨等の災害に対する多様な文化財の防災・救援のための連携・協力体
制を構築し、専門的な知見から必要な支援を行うとともに、地域の専門的人材の育成を図り
ます。

Mission / 03
有形・無形の文化遺産に係る国際協働・協力に貢献する専門的機関として、国際条約等に

基づく活動を積極的に推進します。

Mission / 04
文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光の推進に関する法律の要請を踏まえ、

文化資源保存活用施設の設置者の求めに応じて、情報通信技術を活用した展示、外国語によ
る情報の提供その他国内外からの観光旅客が文化についての理解を深めることに資する措置
の実施に必要な助言その他の援助等を行います。



https://colbase.nich.go.jp/



画像公開・一般向け解説・・・〇
フルテキストの釈文・・・・・△・×

「研究」のためのデジタル化は必須ではない

https://emuseum.nich.go.jp/



３

文
化
財
調
査
・管
理
者
と
し
て

史資料調査の最前線にいる

史資料を「私物化」せず社会・学会で共有する必要
共有手段の中核としての報告書・史資料集＋データベース

ただし文化財担当者にとっては
保護・保存 ＞ 公開・公表 ＝ 研究



・紙への信頼感
永続性・確実性
慣習・これまでの「ノウハウ」
印刷物こそ価値があるというルール

・研究環境の変化
データ駆動型研究の提唱
深層学習も視野に入れた
研究資源化の潮流
（資料集のデジタル化）

・印刷技術の情勢の変化
コロタイプ印刷の事実上の消滅

・デジタルデータの環境変化
インターネットの技術向上
永続的管理に向けた潮流

・書写

・木版時代
テキストのみ・群書類従の時代

・活版・石版時代
テキスト・一部写真・明治時代
「組み方」が編み出される

・デジタル時代
画像情報

史資料の提供においても
デジタル化は必須ではない

技術的状況などから
やむを得ず「検討」されている



紙での情報の保管：和紙＝１３００年の実績
∴木簡の図録は和紙に印刷

洋紙で失敗＝酸性紙問題

デジタルでの保存の実績・経験なし
＝コストがわからない
方法も提示できない

→ 年度単位型予算になじまない
新しい方法を導入する「コスト」がかかる

∴行政型・先例主義型の職域にはなじまない
（通常の書類の保管期間とは長さが異なる）



４

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

技術的状況から「やむを得ないデジタル化」

「みんな紙が好き」な人たち
慣例を頑張って守ると評価される心性・空気感

デジタル化促進派は「つらい」
Cf:各地の文化財担当者は、研究者番号を持っていない人が多い



釈文は組の都合上
PDF等画像を張り付ける
この作成は印刷所等に依頼か

デジタル画像を読み込んで配置する
個々のページは木簡IDを用いてコントロール
（地区＋R番号）

解説はテキストデータで持つ
直接木簡庫DBとは共有しないほ
うがよいか
法量等を釈文パートに入れるか
テキストでもちつつレイアウト
で工夫するかは要件等
レイアウト系のブラウザ依存は
減らしたい。

どうせやらざるをないなら
デジタル時代にふさわしい新たな「史料集」のルールを構築

業務フローの見直しまで巻き込んでの「再構築」＝攻めのデジタル化



５

「拠
点
」と
し
て
の
役
割
を

さまざまな側面をいかに「つなぐ」か

我々が調査する「史資料」は可能性に満ちた「ナマモノ」
我々が扱うデータは行政資料にして研究資料

攻めのデジタル化でこれらの側面を「つなげる」
拠点としてのサポート・連携



木簡
日本史研究でのみ
渇望されるものではない

→ 国語・国文
漢字学
東アジア学

※ナマの資料体は
無限の可能性を持つ

⇒可能性を引き出せる
連携と情報提供が必要



研究の中核としての連携構築

https://mojiportal.nabunken.go.jp/



文化財保護行政と研究を結びつける拠点としての連携

https://sitereports.nabunken.go.jp/ja



５

課
題
・希
望
・展
望

未来に向けてほしいこと・期待すること

行政と研究の「はざま」故の「不徹底」の徹底化
展観は「事業」として成り立つが・・・

人文・社会のデータインフラは「何を担うのか」



写っている人の
同意はとれているか？
とる必要があるのか？

調査経過等の写真は
しばしば報告書に付される。
・行政手続き書類としてはつけたい
・学術的には不要

地方自治体の文化財担当にとって、権利の処理は大きな負担になる

報告書に潜む「各種の権利」を整理し
適切なガイドラインを設定し
最終的なオープン公開を視野に入れた仕掛けを
各自治体にばらまくことが必要

これからの「報告書」のデジタル化・権利処理は適切に進めたとしても
遡及はどのようにするのか？

http://doi.org/10.24484/sitereports.70891

福島県南相馬市教育委員会文化財課 2007 
『南相馬市埋蔵文化財調査報告書6：泉廃寺跡』南相馬市教育委員会 より



デジタルデータの作成と維持＝コストがかかる

基盤S：木簡等の研究資源オープンデータ化を通じた参加誘発型研究スキーム確立による知の展開
2018–2023

基盤A：歴史的文字に関する経験知の共有資源化と多元的分析のための人文・情報学融合研究2014–2018

基盤S：木簡など出土文字資料の資源化のための機能的情報集約と知の結集2013–2018

基盤S：木簡など出土文字資料釈読支援システムの高次化と綜合的研究拠点データベースの構築2008–2012

基盤S：推論機能を有する木簡など出土文字資料の文字自動認識システムの開発2003–2007

基盤A：平城宮・京跡出土木簡とその歴史環境のグローバル資源化2018–2022

展観事業＝収益がある

データインフラ維持＝収益がない

これらは構築を中心とするもの
維持の費用は含まれていない

構築・維持の費用を
どのように確保するか

大型の機関でも難しい・ましてや小さな自治体にはより難しい



行政と研究を結ぶために
文化財保護が研究と未来に直結するために
調査者の知見が国民共有の財産になるために
デジタル化のモチベーションを上げるために
多くの機関の連携による実りを高めるために

本事業を「出発点」として
大規模な展開があることを期待します
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